
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇

（号 外）
独立行政法人国立印刷局

省

令

別
表
第
二
第
十
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

12

実
包
火
薬
庫
の
基
準

一

第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
の
基
準

イ

第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
二
十
四
条
第
一
号
、

第
二
号
、第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、

第
十
二
号
、
第
十
四
号
及
び
第
十
六

号
に
掲
げ
る
検
査
項
目

イ

第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま

で
、
第
十
二
号
、
第
十
四
号
及
び
第
十
六
号
に
掲
げ
る

完
成
検
査
の
方
法
に
よ
り
検
査
を
行
う
。

ロ

第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
第
一
号

の
火
薬
庫
の
壁

ロ

火
薬
庫
の
壁
の
材
質
を
、
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
及

び
当
該
壁
の
厚
さ
を
、
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用

い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。

ハ

第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
第
二
号

の
火
薬
庫
の
屋
根

ハ

火
薬
庫
の
屋
根
の
材
質
を
、
目
視
に
よ
り
検
査
し
、

及
び
当
該
屋
根
の
厚
さ
を
、
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具

を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。

ニ

第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
第
三
号

の
火
薬
庫
の
外
部
の
点
灯
設
備

ニ

火
薬
庫
の
外
部
の
点
灯
設
備
の
有
無
を
、
目
視
に
よ

り
検
査
す
る
。

二

第
二
十
七
条
の
四
第
二
項
の
基
準

イ

第
二
十
七
条
の
四
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
二
十
四
条
第
一
号
、

第
二
号
、
第
四
号
、
第
六
号
か
ら
第

十
号
ま
で
及
び
第
十
六
号
並
び
に
第

二
十
七
条
の
四
第
一
項
第
三
号
に
掲

げ
る
検
査
項
目

イ

第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
、
第
六
号
か
ら

第
十
号
ま
で
及
び
第
十
六
号
並
び
に
前
号
ニ
に
掲
げ
る

完
成
検
査
の
方
法
に
よ
り
検
査
を
行
う
。

目

次
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〇
経
済
産
業
省
令
第
五
十
三
号

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
十
二
条
第
三
項
、
第
十

五
条
第
四
項
及
び
第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
七
月
六
日

経
済
産
業
大
臣

宮
沢

洋
一

火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
第
二
十
七
条
の
四
」
を

「
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
、
第
十
一
号
、
第
十
三

号
、
第
十
八
号
及
び
第
二
十
三
号
の
二
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
」
を
「
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
九
号
の

三
か
ら
第
十
三
号
ま
で
、
第
十
四
号
の
二
か
ら
第
二
十
二
号
の
四
ま
で
及
び
第
二
十
二
号
の
五
の
二
か
ら
第
二
十
八
号

ま
で
」
に
、「
虞
」
を
「
お
そ
れ
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
第
九
号
、
第
十
六
号
の
二
、
第
二
十
号
」
を
「
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
号
の
二
、
第

十
二
号
、
第
十
四
号
、
第
十
五
号
、
第
十
六
号
の
二
、
第
十
七
号
、
第
二
十
号
、
第
二
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
四
の
見
出
し
中
「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

最
大
貯
蔵
量
十
万
個
以
下
の
実
包
火
薬
庫
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
に
つ
い
て
、
第
二
十
三
条
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
十
四
条
第
一
号
、

第
二
号
、
第
四
号
、
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま
で
及
び
第
十
六
号
並
び
に
前
項
第
三
号
の
規
定
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

火
薬
庫
の
壁
及
び
屋
根
が
、
厚
さ
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
こ
と
。

二

窓
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。

三

火
薬
庫
付
近
に
は
、
警
戒
札
そ
の
他
の
警
戒
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四

当
該
火
薬
庫
の
設
置
地
点
に
お
い
て
発
生
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
地
震
動
の
う
ち
、
最
大
規
模
の
強
さ
を
有

す
る
も
の
に
よ
る
地
震
力
に
対
し
て
、
そ
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

〔
省

令
〕

〇
火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
経
済
産
業
五
三
）

〔
告

示
〕

〇
避
雷
装
置
の
位
置
、
型
式
、
構
造
、
材
質

等
を
定
め
る
告
示
（
経
済
産
業
一
四
五
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
関
係

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
公
文
書

等
の
管
理
に
関
す
る
国
立
大
学
法
人
北
海

道
大
学
、
特
定
計
量
器
型
式
承
認
、
弁
理

士
登
録
・
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
の
付

記
関
係

地
方
公
共
団
体

解
散
命
令
、
教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行

旅
死
亡
人
、
公
示
送
達
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告


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